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短歌
　　俳句
　漫俳
　　　川柳

文
芸
コ
ー
ナ
ー

年
重
ね
顔
の
し
わ
ほ
ど
曽
孫
増
え

寒
の
水
ボ
ト
ル
に
つ
め
て
旅
の
宿

な
ま
り
の
空
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
地
は
白
く

寒
椿
ほ
ほ
に
紅
さ
す
我
が
年
の
早
さ

波
乱
万
丈
九
十
年
今
は
感
謝
で
手
を
合
わ
す

成
程
と
思
い
し
事
の
多
く
し
て

　
　
　
　

聞
く
こ
と
見
る
物
全
て
が
宝

夜
が
あ
け
て
東
の
空
を
あ
お
ぎ
み
る

　
　
　
　

み
ゆ
る
は
池
に
我
が
顔
か
な
し

誠
子

熊
ん
蜂

宮
豆

も
と
み

成
美

秀
子

志
げ
よ

　

２
０
１
８
年
度
当
初
予
算
案

が
97
・
７
兆
円
と
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
政
府
予
算
を
分
析
す

る
に
は
補
正
予
算
と
い
う
歳
出

増
の
抜
け
道
や
、
防
衛
関
係
費

の
よ
う
に
高
額
な
兵
器
を
複
数

年
で
後
年
度
負
担
す
る
と
い
う

方
法
も
あ
っ
て
、
複
雑
な
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
案
を
み
る
と
歳
入

の
34
・
５
％
が
国
債
発
行
（
借

金
）
に
な
っ
て
お
り
、
国
債
発

行
残
高
（
借
金
総
額
）
は
８
８

３
兆
円
と
先
進
国
ト
ッ
プ
の
借

金
大
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
倒
産
し
な
い
の
か
。
国
債
の

大
量
買
い
付
け
を
日
本
銀
行
が

行
い
、
長
期
金
利
を
抑
え
て
い

る
か
ら
で
す
。
安
倍
政
権
の
６

年
間
で
、
国
と
地
方
の
長
期
債

務
残
高
が
１
７
５
兆
円
増
加

し
、
そ
の
合
計
が
１
１
０
８
兆

円
に
な
る
見
通
し
で
す
。
金
利

上
昇
時
の
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て

い
る
の
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
（
基
礎
的
財
政
収
支
） 

の

危
機
感
の
欠
如
に
驚
き
ま
す
。

　

当
初
予
算
案
の
特
徴
を
み
る

と
、
第
１
に
、
防
衛
費
が
４
年

連
続
で
過
去
最
大
と
な
り
、
１

基
１
千
億
円
弱
の
迎
撃
ミ
サ
イ

ル
等
が
含
ま
れ
て
い
る
の
が
目

に
つ
き
ま
す
。
高
額
な
ア
メ
リ

カ
の
最
先
端
兵
器
が
順
次
配
備

さ
れ
る
予
算
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

第
２
に
、
生
活
保
護
費
か
ら

支
給
さ
れ
る
生
活
費
が
年
間
で

最
大
５
％
減
少
、
ひ
と
り
親
世

帯
の
母
子
加
算
も
段
階
的
に
減

ら
さ
れ
ま
す
。
生
活
保
護
基
準

は
最
低
賃
金
や
税
制
、
社
会
保

険
等
の
最
低
基
準
に
な
っ
て
お

り
、
非
正
規
雇
用
、
低
所
得
層

の
生
活
に
広
く
影
響
す
る
こ
と

か
ら
社
会
的
弱
者
へ
厳
し
い
予

算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
３
に
、
介
護
報
酬
に
つ
い

て
０ 

・
54
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
６
年
間
に
わ
た
り
、
介
護

報
酬
の
公
定
価
格
を
引
き
下
げ

ら
れ
、
私
た
ち
は
厳
し
い
経
営

を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
介

護
保
険
は
こ
の
数
年
で
大
き
く

縮
小
、
後
退
、
変
質
を
見
せ
て

き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
を

原
則
、
要
介
護
３
以
上
と
重
度

化
し
、
入
所
を
引
き
締
め
、
利

用
者
の
身
体
機
能
の
維
持
・
改

善
し
た
事
例
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門

職
と
連
携
し
て
自
立
支
援
し
た

場
合
、
と
い
う
よ
う
に
軽
度
化

さ
せ
る
と
事
業
者
に
報
酬
（
加

算
）
を
出
し
、
訪
問
介
護
に
つ

い
て
は
、「
生
活
援
助
を
抑
制

す
る
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
案
の
「
有
識
者
」

コ
メ
ン
ト
を
読
み
、
気
に
な
っ

た
の
は
次
の
点
で
す
。第
１
に
、

財
政
赤
字
の
原
因
を
社
会
保
障

費
の
増
加
に
求
め
、
引
き
締
め

を
主
張
、
第
２
に
防
衛
費
を
聖

域
に
し
て
語
ら
ず
、
第
３
に
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
危

機
感
が
薄
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
社
会
保
障
に
は
、
先
人
が

長
年
に
わ
た
り
築
い
た
人
権
、

平
等
、
の
思
想
、
理
念
が
あ
り
、

平
和
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
社
会
保
障
の
充
実
を
訴
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
信
勝

（
社
会
福
祉
法
人

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
福
祉
振
興
会
理
事
長
・

　
　
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院
教
授
）

２
０
１
８
年
度
予
算
を
読
む

社
会
福
祉

社
会
保
障

は
、
い
ま
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　介護の仕事は初めてで慣れない
ことが多く、たいへんさを感じて
います。
　これから入居者の方の目線で対
応できるように頑張っていきます
のでよろしくお願いします。

土岐磨紀子
（グループホームかわばた荘勤務）


